
◆JR中央線「武蔵境」駅のりかえ
西武多摩川線「多磨」 駅下車
徒歩5分
（ＪＲ新宿駅から約40分）
◆京王電鉄「飛田給」駅北口より
多磨駅行き京王バスにて約10分
、「東京外国語大学前」下車

お問い合わせ
東京外国語大学 国際日本研究センター
アゴラ･グローバル2階
電話: 042-330-5794
メール: info-icjs@tufs.ac.jp
URL: www.tufs.ac.jp/common/icjs 

東京外国語大学
国際日本研究センター主催

７月１７日（土） 1４:00～
東京外国語大学 管理棟2階 中会議室

一般公開・参加費無料

「台湾農民運動－嘉南大圳灌漑システムへの
反対運動を事例に」

報告者： 清水 美里氏 （本学大学院博士後期課程）
司会： 野本 京子氏 （本学大学院教授）
ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ： 松本 武祝氏 （東京大学大学院教授）

このワークショップは、本学の大学院や学部生と、海外を拠点に日本研究に
取り組む若手研究者との研究交流の場をいっしょにつくっていこうとの趣旨に
よりシリーズで開催していく予定です。 ぜひ、ご参加ください。

〔報告要旨〕日本植民地期に建設された嘉南大圳は近代的水利事業で
ある傍ら、台湾伝統の灌漑用水の自治を縮小させつつ維持した。農民側
は①灌漑運営組織への異議申し立て、②水租の滞納、③陳情活動など
を展開する。当局と農民の衝突の過程で浮かび上がるのは水利権の概
念の相違である。本報告は事業と農民は相互にどのような変革を迫られ
たのかを検証する。


	スライド番号 1

